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■プログラム概要 

学習支援は多岐にわたっており、一言で説明することは難しい面もあります。これを踏まえ、私

たち教職員は、学生たちがよりよい学習を行うために様々な支援を試みています。本研修では、

まず学習支援について機能面から概説した上で、現在の日本での学習支援の実施状況について

参加者の皆さんと考えてみたいと思います。併せて米国の教職員による履修相談であるアカデミ

ック・アドバイジングを介した学習成果に関する取組事例や教職員がどのような役割・機能を担っ

ているのかを紹介します。その後、参加者の所属大学の学生に対する学習支援による具体的な

学習成果を挙げ、それを達成するための実践企画・計画を具体的に立てていただきます。自大学

の実態に即した具体的提案を考えてみましょう。 

 

■主な受講対象 

学習支援に関心のある教職員 

 

■本プログラムの到達目標 

１．学習支援の機能について説明することができる 

２．学習成果を達成するための具体的な学習支援方策を提案することができる 

３．学習支援実践者として必要とされる知識について説明することができる 

 

■日時・会場・受講定員 

日  時 ： 平成２６年８月２８日（木）１３：００～１５：００ 

会  場 ： 高知大学 朝倉キャンパス 共通教育３号館 ３１１番教室 

定  員 ： ４０名 
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